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佐伯祐三（1898－1928）　郵便配達夫　1928年（大阪市立近代美術館建設準備室蔵） 



佐伯祐三（1898－1928）　郵便配達夫　1928年（大阪市立近代美術館建設準備室蔵） 

 

　パリの街並みを描き続けた佐伯祐三の、絶筆に近い作品。1928年3月、佐伯は小雨の降り

しきる中での屋外写生で体調を崩し、床に伏せる日が続いたが、ある日佐伯家に郵便を届け

にきた美しい白髭を持つ配達夫にモデルを頼み、半身像と全身像（表紙）を2日で一気に描き

上げたという。わずかな小康状態の間に、最後の生命をカンヴァスに刻み付けるかのように

描ききった佐伯は、同月末病床につくと、再び絵筆を取ることなく8月16日に30年の短い生

涯を閉じた。 

 

大阪市立美術館　特別展　 

没後80年記念「佐伯祐三展－パリで夭逝した天才画家の道－」 

開催期間　2008年 9 月 9 日（火）～10月19日（日） 

表  紙 
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の べ 支 給 件 数  支 　 給 　 額  
療 養 の 給 付  
家 族 療 養 の 給 付  
薬 剤 支 給  
そ の 他 の 保 健 給 付  
育 児 休 業 手 当 金  
そ の 他 の 休 業 給 付  
 
家 族 療 養 費 附 加 金  
そ の 他 の 附 加 給 付  

9 4 , 0 2 6 件  
1 3 7 , 0 4 8 件  
8 2 , 4 8 2 件  
1 9 , 2 9 6 件  
3 , 1 6 2 件  
2 9 2 件  
1 件  

8 7 5 件  
5 2 5 件  
9 2 1 件  

1 , 0 5 0 , 3 7 2千円  
1 , 4 8 0 , 3 1 0千円  
4 2 8 , 8 0 1千円  
4 0 5 , 1 8 6千円  
3 4 3 , 5 7 0千円  
4 5 , 4 8 7千円  
2 9 3千円  

3 0 , 9 5 4千円  
3 3 , 1 1 2千円  
3 3 , 6 8 0千円  

災 害 給 付  

一 部 負 担 金 払 戻 金  

 
保 健 給 付  

休 業 給 付  

附 加 給 付  

平成19年度決算組合会　　　平成20年６月24日（火） 

（議　案） 

平成19年度決算（案）について 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　共済組合の経理は、短期・長期・業務・保健・住宅・貸付・基礎年金支払の７経理からなっ
ています。平成19年度の決算をご報告します。 
 
短期経理 
　組合員とその被扶養者の病気・けが・出産・死亡・休業又は災害に対して給付を行っている
経理で、組合員のみなさんの掛金や大阪市等の負担金の収入をもって、その資金としています。 
 
収支の状況 
　収入総額は131億5千万円で、内訳は大阪市等の負担金が57億円、組合員のみなさんの掛金が
56億5千万円、連合会の育児・介護休業手当金交付金が3億5千万円、預貯金利息ほか雑収入等が
14億5千万円となっています。 
　一方、支出総額は115億5千万円で、内訳は各種給付金が38億5千万円、連合会等への拠出金が
64億円、業務経理へ繰入が2千万円、次年度繰越支払準備金が12億8千万円となっています。 
　なお、収入と支出の差は16億円となり、当期利益金として計上しました。 
 
給付の状況 

平成19年度における給付の状況 
 

組 合 会 の 概 要組 合 会 の 概 要  組 合 会 の 概 要  

共済組合の経理共済組合の経理  共済組合の経理  

　平成19年度決算（案）について、事務局から説明を行い、審議の結果、原案のとおり承

認されました。なお、決算の内容については「共済組合の経理」（P１～P４）をご参照

ください。 
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41000人 

40000人 

39000人 

38000人 

37000人 

36000人 

35000人 

34000人 

33000人 

32000人 

支出総額 
８９,４２３百万円 

収入総額 
６７,６７６百万円 
収入総額 

６７,６７６百万円 

収支差引額 
△２１,７４７百万円 
長期給付積立金より取り崩し 

掛金 
１８,２２８百万円 
２６.９３％ 

運用収入 
７,５７１百万円 
１１.１９％ 

その他 
４,００５百万円 
５.９２％ 

負担金 
３７,８７２百万円 
５５.９６％ 

退職給付 
５８,０９６百万円 
６４.９７％ 

遺族給付 
１５,７８７百万円 
１７.６５％ 

基礎年金拠出金等 
１５,０２３百万円 
１６.８０％ 

業務経理 
への繰入 
３２百万円 
０.０４％ 

障害給付 
４８５百万円 
０.５４％ 

長期経理 
　組合員の退職等によって生じる退職共済年金や遺族共済年金等の支給を行っている経理で、
組合員のみなさんの掛金や大阪市等の負担金の収入を積み立て、その資金としています。 

収支の状況 
　収入総額は、676億８千万円で、内訳は大阪市等の負担金が378億７千万円、組合員のみなさ
んの掛金が182億３千万円、積立金の運用収入が75億７千万円、その他が40億１千万円となって
います。 
　一方、支出総額は894億２千万円で、内訳は年金給付が743億７千万円、基礎年金拠出金等が
150億２千万円、業務経理への繰入が３千万円となっています。 
　なお、収入と支出の差は217億５千万円となり、長期給付積立金より取り崩し、これにより平
成19年度末の長期給付積立金は2,491億１千万円となりました。（詳しくは資産の概況をご覧く
ださい。） 

給付の状況 
　平成19年度の給付の状況は、表－２のようになって
います。 
　また、表－３は、過去５年間の年金受給権者数の推
移で、年々増加してきています。 

資産の概況 
　将来の年金原資である積立金は、安全かつ効率的な
方法により、また、組合員の福祉の増進等に資するよ
うに運用しなければならないとされており、具体的な
運用方法については、法令等により定められています。 
　平成19年度末の資産総額は、2,491億１千万円で、
内訳は大阪市債等の有価証券が710億８千万円、投資
顧問会社等への委託運用資産が999億３千万円、組合
員への住宅資金貸付事業等に要する長期貸付金が401
億円、その他の流動資産等が380億円となっています。 
　また、平成19年度中の資産の運用利回りは、2.95％
となっています。（表－４） 

表－１　平成19年度収支状況 

表－４　平成19年度末における資産の構成割合 

表－３　年金受給権者数の推移 

表－２　平成19年度における給付の状況 

件 数  支 給 額  
28,157件 
306件 

11,003件 
39,466件 

58,095,646千円 
484,698千円 

15,787,198千円 
74,367,542千円 

退職給付 
障害給付 
遺族給付 
合　　計 

平成15年度 
37,210人 

平成16年度 
38,290人 

平成17年度 
39,162人 

平成18年度 
39,766人 

平成19年度 
40,622人 

☆年金受給者数には在職中停止、若年停止、併給調整等により年金額の全部が停止されている者も含みます。 

＊負担金には、事業主負担のほか基礎年金に要する費用である公的負
担金、共済組合設立前の期間にかかる費用である追加費用を含む。 

有 
価 
証 

券 

２８.５４％ ２８.５４％ 

国債 
６．３９％ 
国債 
６．３９％ 

資産総額 
２４９,１１５百万円 

その他　 
  ２０.７５％ 

その他 
１５.２５％ 

委託運用 
４０.１１％ 

長期貸付金 
１６.１０％ 

地方債 
　 １.４０％ 
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業務経理 

　短期・長期経理に係る事務費を管理・執行する経理で、原則、大阪市等の負担金を財源とし

ていますが、平成10年度以降、特例措置により短期経理及び長期経理から一部資金が繰り入れ

られています。 

収支の状況 

　収入総額は１億4,276万円で、内訳は大阪市等の負担金が9,366万円、雑収入が168万円、短期

経理からの繰入が1,503万円、長期経理からの繰入が3,239万円となっています。 

一方、支出総額は１億4,246万円で、内訳は役員報酬18万円、職員給与227万円、旅費205万円、

事務費1,724万円、委託費8,657万円、普及費等3,415万円で、差引30万円を当期利益金として計

上しました。 

 
 
保健経理 

　組合員とその被扶養者の健康の保持増進を目的とした各種事業を行っている経理です。大阪

市健康保険組合の解散に伴い、共済組合において、健康増進に関する事業を実施していくため

に、平成19年10月より新しく設けました。　　　 

組合員のみなさんの掛金や大阪市等の負担金の収入をもって、その資金としています。 

収支の状況 

　収入総額は６億１千万円で、内訳は大阪市等の負担金が１億９千万円、組合員のみなさんの

掛金が１億９千万円、その他２億３千万円となっています。一方、支出総額は２億８千万円で、

内訳は各種検診事業を実施する経費である厚生費２億２千万円、その他健康相談、健康教育に

要する経費等６千万円となり、差引３億３千万円を当期利益金として計上しました。 

 
 
住宅経理 

　住宅等のあっせん及び新築・増改築業者のあっせん等を行う経理です。なお、この経理を賄

う資金については、各協定会社が直接執行する事となった事に伴い、経理区分については、平

成19年度末で廃止することとなりました。 

収支の状況 

　収入総額20万円に対し、支出総額40万円の内、開発費償却20万円、資金の有効な利用を目的

として貸付経理へ相互繰入20万円を行っており、差引20万円を当期損失金として計上しました。 
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平成 1 9年度  前年度対比較増減  
9 2件  

6 4 5 , 2 0 0千円  
0件  

0千円  
1 0件  

2 8 , 9 0 0千円  
―  
―  
―  
―  

6 0件  
4 0 4 , 4 0 0千円  

1件  
2 , 8 0 0千円  

9件  
2 5 , 6 0 0千円  

9件  
8 9 0千円  
3 0件  

1 0 , 5 0 0千円  

△ 3 2件  
△ 2 4 0 , 8 0 0千円  

1件  
2 , 8 0 0千円  

△ 1件  
△ 3 , 3 0 0千円  

9件  
8 9 0千円  
3 0件  

1 0 , 5 0 0千円  

1 , 4 8 0 , 5 0 0千円  
2 6 5 , 7 6 1千円  
4 7 , 9 9 2千円  

1 , 7 9 4 , 2 5 3千円  

住 宅 貸 付  
 
災 害 貸 付  
 
介 護 住 宅 貸 付  
 
高 額 医 療 貸 付  
 
出 産 貸 付  

区 　 分  平成 1 8年度  

支 給 額  
2 , 3 2 9件  
2 6 0件  
4 5件  

2 , 6 3 4件  

の べ 支 給 件 数  
老 齢 基 礎 年 金  
障 害 基 礎 年 金  
遺 族 基 礎 年 金  
合 計  

貸付経理 
　組合員の臨時の支出に対する貸付事業として、住宅取得等に要する資金の貸付、高額療養費
の支給の対象となる療養に係る支払のために要する資金の貸付、組合員及びその被扶養者の出
産に要する費用の貸付があります。 
 
収支の状況 
　収入総額は12億８千万円で、内訳は組合員貸付金利息10億６千万円、団信特約保険料等で２
億２千万円となっています。一方、支出総額は11億４千万円で、内訳は支払利息８億８千万円、
保険料等で２億６千万円となり、差引１億４千万円を当期利益金として計上しました。 
　貸付実績は、表－５のとおりとなっており、平成19年度末での総貸付件数は9,198件、貸付総
額は430億円となっています。 

表－５　貸付区分別貸付実績 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※　高額医療貸付と出産貸付は平成19年10月より実施 

 
基礎年金支払経理 
　年金の加入歴が大阪市のみの方については、国民年金（基礎年金）を社会保険庁から共済組
合を経由して、年金受給者へ支給しています。 
 
収支の状況 
　社会保険庁から基礎年
金国庫金として交付され
る収入17億９千万円に対
し、年金受給者に対する
支出も同額の17億９千万
円となっています。 
 

※なお、共済組合ホームページにおいても、平成19年度決算書を公開しています。 
（URL　http://www.city-osaka-kyosai.or.jp/） 

平成19年度における給付の状況 
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　地方公務員共済組合の長期掛金率は、平成16年に行われた財政再計算により、平成20年９月
に次のとおり引き上げられました。これにともない、本年９月１日より長期掛金率については、

以下の表のとおり改定されました。 

（単位：千分比） 

 

 

 

 

・掛金の標準となる定例給料の最高限度額は496,000円、期末手当等の最高限度額は1,500,000円

です。 

期 末 手 当 等 定　例　給　料 

平成20年 4 月～ 8 月 

平成20年 9 月以降の月分 

72.2300 

74.0000（＋1.77） 

90.2875 

92.5000（＋2.2125） 

本年本年9月より長期掛金率が引き上げられます月より長期掛金率が引き上げられます 本年9月より長期掛金率が引き上げられます 
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大　阪　府 大　阪　府　外 医 療 費 助 成 制 度  

乳 幼 児 医 療 費 助 成 制 度  
身 体 障 害 者 等 医 療 費 助 成 制 度  
ひ と り 親 家 庭 医 療 費 助 成 制 度  
一部負担金相当額等一部助成制度 
小 児 ぜ ん 息 等 医 療 費 助 成 制 度  

照会しない 
照会しない 
照会しない 
照会しない 

照会する〔継続〕 

 
 

照会する〔継続〕 

　大阪市職員共済組合では、高額療養費および附加給付金との調整をおこなうため、市町村の

医療費助成制度の適用を受けている組合員の方（被扶養者含む）に照会文書の発送をおこない、

また助成内容に変更があった場合には組合員の方から連絡してもらうようお願いしていました。 

　しかし、平成20年４月診療分から大阪府下の市町村が実施する医療費助成制度に該当する方

については診療報酬明細書に表示されることになりましたので、今後は次のとおり照会をおこ

なうこととします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

　上記表のうち、照会する〔継続〕となっている医療証をお持ちの方で、助成制度の内容に変

更のあった方につきましては従来どおり当組合にご連絡いただきますようお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

　被扶養者の方が後期高齢者医療制度に加入された場合、共済組合に「被扶養者申告書」を提

出していただく必要があります。当組合の被扶養者であったことにより、後期高齢者医療制度

の保険料の減免が受けられますので、加入された方は早急に届出していただきますようお願い

します。 

　 

必要な書類 

・被扶養者申告書 

・後期高齢者医療制度の保険証の写し 

・当組合の被扶養者証（カード） 

 

※　なお、被扶養者申告書の「事実発生年月日および理由」の欄に必ず、対象者の郵便番号、

住所を記入のうえ、届出していただきますよう、お願いします。 

 

医療費助成制度の医療証をお持ちの方へ 医療費助成制度の医療証をお持ちの方へ 

被扶養者の方が後期高齢者医療制度　　　　 
　（通称「長寿医療制度」）に加入されたら？ 
被扶養者の方が後期高齢者医療制度　　　　 
　（通称「長寿医療制度」）に加入されたら？ 
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医療機関等がみなさんに発行する「領収
証」と確認していただきたい項目 

　共済組合では、年４回に分けて「医療費のお知らせ」を発行しています。このお知らせは、

みなさんが健康保険で受診されたときの医療費の明細を記載したものです。 

　発行月は次のとおりです。 

 

 

 

 

 

　組合員番号ごとの発行になっており、組合員分と被扶養者分をまとめて通知しています。た

だし、個人情報保護の観点から、組合員分と被扶養者分を分けて発行することを希望される場

合には、個人ごとでの発行をしますので、当組合までご連絡ください。 

　また、「医療費のお知らせ」の再発行はできませんのでご注意ください。 

　みなさんが受診された医療機関等から発行される「領収証」と見比べて確認してみましょう。
「医療費のお知らせ」と医療機関等から発行される「領収証」に支払金額や受診日数などの相
違があった場合は、共済組合までお問い合わせください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●　医療機関等に受診された時は、必ず領収証をもらいましょう。また、単なるレシートでは
なく、医療費の内容のがわかる「領収証」をもらい、大切に保管しておきましょう。「領収
証」は、「医療費のお知らせ」と照合するだけでなく、確定申告時の医療費控除の申請を行
う時にも役立ちます。 

●　「医療費のお知らせ」は、組合員と被扶養者のみなさまに、ご自分の受けられた治療がど
のくらいの医療費になるのかを把握していただき、医療費についての意識と健康管理をより
深めていただくために実施しているものです。 

「医療費のお知らせ」について「医療費のお知らせ」について 「医療費のお知らせ」について 

記載している主な診療月 発　行　月 
１月～３月診療 
４月～６月診療 
７月～９月診療 
10月～12月診療 

６月 
９月 
12月 
翌年３月 
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　整骨院や接骨院は、みなさんの身近にありますが、健康保険が使える場合は、限定されてい
ます。健康保険での施術の範囲は、急性または亜急性の外傷性の「打撲・ねんざ・挫傷」、医
師の同意がある「骨折・脱臼」（ただし、応急の場合を除く）が対象になります。次のような
ことに注意して施術を受けましょう。 
 
 1　負傷原因を正確に話しましょう 
　何が原因で負傷したのか正確に伝えましょう(どのような状況下で負傷したのか、既往歴の
有無など)。健康保険の適用の有無や制度、今後の施術方針などを柔道整復師と相談をしまし
ょう。 

 
 2　自分で署名しましょう 
　療養費申請書は、自分で署名しましょう。この書類は、柔道整復師がみなさんに代わって
施術料を共済組合に請求するために必要な書類です。「傷病名」・「施術日数」・「支払金
額」などを確認し、署名しましょう。内容に誤りがあると整骨院・接骨院に対する支払が遅
れるなどの原因になりますので、よく確認して署名してください。 

 
 3　領収証は必ずもらいましょう 
　領収証は、必ずもらいましょう。共済組合発行の「医療費のお知らせ」と支払金額・施術
日数などに相違がないか確認しましょう。また、領収証は、医療費控除を受ける際に必要に
なりますので、大切に保管しておきましょう。 

 
 4　施術が長引く場合は、病院などで医師の診断も受けてみましょう 
　長期間施術を受けても快方に向かわない場合は、整形外科による治療や内科的要因（糖尿
病による神経障害、高血圧や動脈硬化など）による治療が必要な場合も考えられます。投薬
や外科的治療は整骨院・接骨院では出来ません。一度、病院などで医師の診察を受けてみま
しょう。 

 
健康保険が使えない場合とは？ 

 
・日常生活による単なる疲れや肩こり 
・スポーツなどによる筋肉疲労・筋肉痛 
・脳疾患後遺症などの慢性病 
・神経性の筋肉の痛み（リウマチ・関節炎など） 
・加齢からの痛み（五十肩・腰痛など） 
・「打撲」「捻挫」「挫傷」で同一部位の治療を外科・内科・整形外科などで受けな
がら、同時に整骨院・接骨院などにもかかっている場合 
・特に症状の改善のみられない長期にわたる漫然とした施術 
・仕事上や通勤途上におきた負傷 

柔道整復師にかかる場合の注意事項 柔道整復師にかかる場合の注意事項 
 
　　　　　　　　　　　　　　　　＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
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広告 （広告に関する責任は広告掲載者に帰属します） 
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広告 （広告に関する責任は広告掲載者に帰属します） 



広告 （広告に関する責任は広告掲載者に帰属します）
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6208-7541～2 
6208-7581～2 
6208-7591～4 
6208-7547～9 
6208-7544  
6208-7596～7

共済組合だより第56号 
平成20年 9 月発行 

大阪市職員共済組合 
大阪市北区中之島1-3-20 
（大阪市役所内） 

電話  庶　務　係 
　　  経　理　係 
　　  医療給付係 
　　  年金給付係 
　　  事　業　係 
 

大阪市職員共済組合ホームページ 
（URL：http://www.city-osaka-kyosai.or.jp/） 




